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研究成果の概要（和文）：本研究では、1,747人の地域在住高齢者を対象にフィールド調査を実施した。調査結
果から、高齢者の介護予防プログラムを考える場合、まずは対象者の身体的痛みの把握とその対応が重要であ
り、ヘルスリテラシーを高めることが介護予防プログラムを効果的に進める上で必要であることが示された。ま
た、高齢者の身体機能の維持・向上のためには、毎日30分以上の運動を取り入れた生活を送ることが望ましく、
運動習慣のある高齢者は骨量や筋肉量の低下、および転倒を経験しても、身体・認知・精神機能が維持されやす
いことが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, a field survey involving 1,747 elderly residents was 
conducted. The survey results indicated that, when reviewing a nursing prevention program for the 
elderly, it was initially important to evaluate and manage the subject’s physical pain, and that it
 was necessary to improve health literacy for effectively promoting a nursing prevention program. 
Furthermore, daily exercise for 30 minutes per day should be introduced to maintain/improve the 
physical functions of the elderly. The results suggested that physical/cognitive/mental functions 
are maintained even after a reduction in the bone mineral density or muscle volume and falling in 
elderly persons who regularly do exercise.

研究分野：老年看護学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、高齢者の身体・認知・精神心理機能を総合的かつ客観的に評価し、ランダム化比較試験による前向き
研究手法を用いて、しかも多施設共同研究という質の高い、実証に基づく介護予防研究である。本研究の結果か
ら、とくに高齢者の身体的痛みの把握、ヘルスリテラシーや運動習慣の重要性が改めて示された。本研究結果
は、複数の国内雑誌や国際誌に掲載され、高齢者のヘルスプロモーション活動に活かされるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
介護予防対策の構築が急務の課題となっているなか、看護領域においても、高齢者の介護予防
を目指した取り組みは、運動器の向上や転倒予防を中心に数多く報告されている。しかしながら、
要介護高齢者数は増加の一途を辿り、介護保険制度が施行された 2000 年では、149万人であっ
た介護保険利用者は、2012 年では 533 万人に達している。我々は、述べ 1,505 人の地域在住
高齢者の転倒調査と身体・認知・心理機能検査を実施し、後期高齢者の転倒が多いこと（村田ら、
2009）、立位バランスと認知機能の低下が複合して転倒を引き起こすこと（村田ら、2009）を明
らかにし、転倒予防プログラムの有用性を検証した。さらに、転倒予防に加え認知症予防を目的
とした介護予防プログラム（身体活動活性化プログラム）について、前向き研究法やランダム化
比較試験などの手法により検討し、一定の効果が認められた（村田ら、2015）。ただし、プログ
ラムへの参加率は 3 か月間で 83%、1 年間では 69%に低下し、3 割の高齢者が身体運動プログ
ラムを継続できなかった。このことから、身体運動プログラムを中心とした介入だけでは介護予
防対策としては不十分と考えられた。  
 
２．研究の目的 
本研究の全体構想は、高齢者の身体・認知・精神心理機能を総合的かつ客観的に評価し、ラン
ダム化比較試験による前向き研究手法を用いて、しかも多施設共同研究という質の高い、実証に
基づく介護予防研究と位置付けた。本研究の具体的な目的は、①身体・認知・精神心理機能を客
観的に評価し、地域在住高齢者が要介護状態に陥る要因を 1 年毎の前向き研究法によって明ら
かにすること。②ランダム化比較試験による介入研究から、介護予防に効果的な介護予防プログ
ラムを検証すること。③介護予防検診システムを開発し、その介護予防効果を多施設共同研究に
より検証すること。④多理論統合モデルに基づき、介護予防プログラムの実施に対する参加者の
準備状態に応じて、彼らの行動変化ステージに即した継続性のある個別最適化プログラムを開
発することとした。 
 
３．研究の方法 
佐賀県伊万里市、滋賀県野洲市、京都府京都市、富山県射水市に居住する高齢者を対象に、身
体機能・認知機能・心理精神機能・社会機能を縦断的に調査し、要介護状態に陥る要因分析を行
う。さらに、多理論統合モデル（トランスセオレティカルモデル；TTM）による介護予防行動変
容を長期にわたってフォローアップする計画を立てた。 
 
４．研究成果 
 本研究は、佐賀県伊万里市 320 人、滋賀県野洲市 960 人、京都府京都市 283 人、富山県射水市
184 人、計 1,747 人の地域在住高齢者を対象にフィールド調査が行えた。下記に、本調査から明
らかにされた結果、および成果物について紹介する。 
 
（1）身体的痛みの把握の重要性 
健康寿命との関連が明らかにされている主観的健康感には、どのような因子が影響を与える
かについて検討した。高齢者の年齢や家族構成、教育歴、通院頻度、睡眠状況、筋力や歩行など
の身体機能、認知機能、痛みの有無・程度・部位数などを総合的に評価し、主観的健康感が良好
な群と不良な群に分けて検討した。ロジスティック回帰分析の結果、生活満足度と痛みの部位数
が主観的健康感に影響を及ぼす有意な変数として選択された（表 1）。このことから、生活満足
度が高く、痛みの部位数が少ない地域在住女性高齢者ほど、主観的健康感が高いことが明らかに
なった。 

表 1 ロジスティック回帰分析の結果 

 
 高齢者 305 名を対象に基本チェックリスト、筋力・柔軟性・立位バランス・認知機能・精神心
理機能、身体的痛みを評価し、フレイルリスクの有無別に比較した。ロジスティック回帰分析の
結果、動的立位バランスの指標とした、Timed Up and Go test（TUG）と痛みの部位数がフレイ
ルリスク（生活機能低下）に影響を及ぼす要因として選択された（表 2）。これらの結果から、
高齢者の介護予防対策はまず身体的な痛みの把握とその対応が重要であることが示された。 



表 2 ロジスティック回帰分析の結果 

 
（2）ヘルスリテラシーの重要性 
地域在住高齢者 518 人を対象に、ヘルスリテラシーと認知機能低下の関係を調査した。ロジス
ティック回帰分析の結果、認知機能低下の発生は年齢だけでなく、ヘルスリテラシーの低さや抑
うつの重症度と関連していた（表 3）。この結果は、地域在住高齢者において、ヘルスリテラシ
ーの低さが認知機能低下の罹患率と関連していることを示しており、介護予防介入を行う際に
ヘルスリテラシーを高める取り組みが必要であることが示唆された。 
 

表 3 認知機能低下を目的変数にしたロジスティック回帰分析の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次に、傾向スコアを用いて交絡因子のコントロールを行い、その後ヘルスリテラシーに影響を
及ぼす因子を明らかにするため、ロジスティック回帰分析を用いて検討した。解析の結果、ヘル
スリテラシーに関連する因子として抽出されたのは、主観的健康感と運動習慣であった（表 4）。
これらのことから、ヘルスリテラシーを高めるためには、主観的健康感を高めるような取り組み
と運動習慣を定着させるような取り組みが必要になることが示唆された。 
 

表 4 ヘルスリテラシーを目的変数にしたロジスティック回帰分析の結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（3）運動習慣の重要性 
地域在住高齢者の日常生活における運動頻度と実施時間を基に、「運動なし」、「毎日 30 分未
満」、「ときどき 30 分以上」、「毎日 30分以上」の群に分け、身体機能と身体組成に差異がみられ
るか比較した。その結果、身体機能に関しては、毎日 30 分以上の運動を行っている高齢者では、
他の群より、下肢筋力、バランス能力が有意に良好な値を示した。また、運動を行っていない高
齢者では、体脂肪率と Body Mass Index が運動を行っている高齢者よりも有意に高値を示した
（表 5）。これらのことから、高齢者の身体機能の維持・向上のためには、毎日 30 分以上の運動
を取り入れた生活を送ることが望ましいことが示された。 
 

表3. ヘルスリテラシー得点の高低を目的変数としたロジスティック回帰分析
Wald

χ2 下限 上限
主観的健康感 1.57 0.59 7.18 0.007 4.79 1.52 15.07
運動習慣 2.04 0.84 5.57 0.015 7.65 1.47 39.72

目的変数：ヘルスリテラシー得点（低値群；0，高値群；1）
説明変数：主観的健康感，生活満足度，運動習慣（有／無）

モデルχ2検定 P = 0.01
Hosmer-Lemeshow 検定 P  =0.17
判別的中率 72.0%

偏回帰係数 標準誤差 p 値 オッズ比
オッズ比の95％信頼区間



表 5 運動習慣別の身体組成および機能の比較 

 
 運動習慣のある女性高齢者 308 名を対象に、筋量の低下（基準：SMI＜5.7 ㎏・㎡）、骨量の低
下（基準は：t-score≦－2.5）から群分けし、身体機能を比較した。その結果、健常群と比較し
ても身体機能に有意差は認められず、運動習慣があることで骨量や筋量が低下してもパフォー
マンスは維持される可能性が示された（表 6）。 
 

表 6 骨量と筋量別における身体機能の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
さらに、運動習慣のある高齢者を対象に、過去 1 年間における転倒経験の有無別に身体・認
知・精神機能を二元配置分散分析で比較した。その結果、下肢筋力の指標とした 30 秒椅子立ち
上がりテストは 1年前よりも有意に向上し、その他の握力、長座体前屈距離、歩行能力、認知機
能は 1年後もその機能が維持されていた。ただし、転倒群は非転倒群に比べて有意にうつ傾向に
あり、その他の項目には有意な群の主効果は認められなかった（表 7）。またカイ二乗検定の結
果、1年前に転倒を経験した高齢者は転倒しやすいことが示された。これらの結果から、高齢者
が運動習慣を有することは転倒の有無に関わらず身体・認知・精神機能の維持に影響し、転倒は
過去の転倒経験と精神機能の低下によって予測できる可能性が示された。 
 

表 7 転倒の有無別における身体・認知・精神機能の比較 

交互作用

2014 2015 2014 2015 群×年度(F値)

握力(kg) 25.7±6.7 25.9±6.0 26.3±6.2 26.5±6.0 0.325 0.586 0.021

CS-30(回) 19.2±5.6 23.2±5.2 19.8±5.7 23.9±6.3 0.532 98.812 ** 0.116

長座体前屈距離(cm) 35.0±9.1 35.9±9.2 35.3±8.8 36.3±8.3 0.059 3.601 0.004

TUG時間(秒) 5.9±1.0 6.2±1.4 5.9±1.4 5.9±1.5 0.673 2.487 2.377

MMSE(点) 27.5±1.9 27.9±2.1 27.9±2.1 28.0±2.1 0.943 1.119 0.516

GDS 5(点) 1.0±1.4 1.0±1.1 0.5±0.9 0.4±0.7 13.574 ** 0.417 0.000

**p<0.01  *p<0.05 

群(F値) 年度(F値)

主効果転倒群(n=36) 非転倒群(n=122)



（5）研究成果の社会への還元 
①健康教室の開催 
 研究代表者および研究分担者が各地域の高齢
者に対して、調査結果の報告と健康教室を新型コ
ロナウィルス感染対策に配慮しながら実施した
（図 1）。 
 
②各自治体への報告書（図 2）と健康づくりのた 
  めの解説冊子（図 3）の作成 
高齢者の身体機能・認知機能・精神心理機能調
査の結果に基づき、健康づくりのための解説冊子
を 2021 年度に作成し、1000 冊を行政機関や地域        図 1 健康教室の開催風景 
の高齢者に配布した。これらの冊子は、自身の体     
力や認知機能、うつなどの精神機能がセルフチェックできるよう構成され、それらを高めるため
の個別トレーニング法を紹介している。 
 

 
図 2 各市町村に提出した報告書例        図 3 作成した健康づくり解説冊子 
 
 ③健康体操（たちばなタオル体操）DVD の作成 
2021 年度には、高齢者を対象に運動機能向上・維持を目
的とした DVD（30 分）を作成し（図 4）、行政機関や健康教
室などの取り組みをされている施設や団体に配布した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          図 4 作成した健康体操DVD 
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